
（様式１－１）

令和４年度 学校評価報告書 大牟田市立白川小学校（ＮＯ１）

学校教育目標 豊かな心をもち、意欲的に学び、たくましく生きる児童の育成を図る 重点目標 支え合い、学び合う子どもの育成

評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画
重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）

○かしこい子 ①自分の考えをつくり、書く時間を確保し、 ①自分の考えをつくることができる児童 ○主題研修で、考えを作り可視化する ・学校の評価は適切である。 ・年度当初より、白川スタンダード
・夢を持ち意欲 書く力を高めることができる授業を行 児童評価3P以上→90％以上 ３ 実践を通したことで、児童の表現に Ａ ・ＩＣＴの活用により交流の高ま の徹底と、主題研修の共通実践の
的に課題に取 う。 少しずつ高まりが見られた。 りが見られるようになったこと 徹底を図る。

重 り組み、学び ②つくった考えを表現し、考えを交流する ②自分の考えを表現することができる児童 ○ＩＣＴ機器の活用が進み、考えの交 はよいことなので、今後も活用 ・二部会の学力向上部会の目標と、
合う子ども 時間を確保し、思考力を高める授業を行 児童評価3P以上→90％以上 ３ 流の高まりが見られた。 Ａ の幅が広がるとよい。 十箇条や共通実践、家庭学習の取

う。 ○本年度、全学年へ家庭学習の手引き ・考えを作ることができる児童が 組を関連付け、実践と評価の重点
点 【自ら学ぶ力の ③自己の課題に応じて選んだり、めあてを ③課題を自己決定し、家庭学習ができる児 を配布し、保護者に説明を行った。 90％以上は素晴らしい。 化を図る。

育成】 決めて取り組むことができる家庭学習を 童 児童評価3P以上→80％以上 ３ △学年によって取組に差がある。 Ａ ・白川スタンダードで自主学習の ・自分の考えを作ることができるよ
すすめる。 流れを示されていてよい。 う、教材研究し発問を精選する。

目 ○よい子 ④良さを認め合う活動を月に１度、継続的 ④自分や友達のよさを見つけ、伝えること ○計画委員会の児童が、白光中や明治 ・学校の評価は適切である。 ・まずは教師が子どもたちに大きな
・心豊かで、相 に実施する。 （メルシーアーチ、あり ができる児童 ４ 小のありがとうカードを校内放送で Ａ ・ありがとうカードやメルシーア 声であいさつを行う。
手の思いが感 がとうの日等） 児童評価3P以上→90%以上 紹介したことで、児童の意識が高ま ーチの取組は子どもの思いやり ・本年度実施した「あいさつ名人」

標 じられる子ど ⑤児童が目標を持って３Ｓ(進んで・立ち ⑤だれにでも(友達・先生・家庭・保護者 り、校内設置のサンキューボックス の心を育てるのに大切である。 の取組を、期間を決めて実施する。
も 止まって・笑顔で)の挨拶ができるよう ・地域の方)３Ｓの挨拶ができる児童 ３ への手紙も増えた。 Ａ ・朝の挨拶がきちんとできるよう （生活向上部会）

教師自ら挨拶し、指導する。 児童評価3P以上→90%以上 ○児童の呼びかけにより、毎週水曜日 になり、すばらしい。 ・総合的な学習の時間の見通しを職
に 【豊かな心の (日常指導及び挨拶運動の実施) のあいさつ運動が継続されている。 ・廊下でよく挨拶してくれるので 員が持てるよう、年度当初に年間

育成】 ⑥キャリアパスポートを活用し、できたこ ⑥自分に自信や目標を持って、自分で考え また、１０月の「あいさつ名人」の 気持ちがよい。 指導計画を提示し、資料やデータ
とやがんばったことを認めて褒め、児童 行動できる児童 ４ 取組で児童の意識が高まった。 Ａ ・ジュニア民生委員・児童委員の を引き継ぐ場を設定する。また、

関 に自信や意欲を持たせる教育活動を展開 児童評価3P以上→85%以上 ○全校一斉のキャリアパスポートの取 活動が役に立つことは素晴らし 意欲が持続するような取組を早め
する。 組により、児童が見通しをもって活 い。中学校になっても忘れない に設定する。

⑦進んでよい行いをしている児童や友達の ⑦思いやりを持って友達と接し、仲良くで 動に取り組むようになった。 でほしい。 ・小中連携で、お互いの取組の交流
す 頑張りを応援している児童を称賛する。 きる児童 ４ ○４月からの６年生「ジュニア民生委 Ａ ・同じ中学校区で取組を揃えられ を行い、共通実践の確認を行う。

（ミニボランティア、友達応援隊など） 児童評価3P以上→90%以上 員・児童委員」の取組が学校全体の るところは揃えていきたい。 ・鍛ほめメソッドを取り入れた教育
見本となり、よい行動につながった。 活動を心がける。

る ○つよい子 ⑧体力アップシートを活用し、運動して体 ⑧外で運動したり、遊んだりして体を鍛え ○運動場に出て、子どもと一緒に遊ぶ ・学校の評価は適切である。 ・体力アップに向けて、たてわり遊
・丈夫な身体 を動かすことや外遊びを奨励する。 る児童 ４ 職員が増えた。（学級遊びの時間） Ａ ・いっしょに遊ぶ先生方の姿が素 びと関連付けて外遊びを設定す
で、粘り強く （たてわり遊び、学級遊びなど） 児童評価3P以上→95%以上 ○業間走の取組を持久走大会につなげ 晴らしい。 る。（例：６年生対１、２年生ド

評 最後までやり ⑨家庭学習強調週間で家庭との連携を強化 ⑨自分で決めた「早寝・早起き・朝ご飯」 ることで、意欲を持続させて頑張る ・遊ぶ時間を作ることは大切。 ッジボール）
ぬく子ども し、睡眠・食を重視した生活習慣の確立 の目標を実行する児童 ４ ことができた。 Ａ ・体力テストが平均より低いのが ・ＳＮＳの利用について、くりかえ

に向けた啓発をする。（特に早寝） 児童評価3P以上→95%以上 △夜遅くまでＳＮＳを使用することが 気になった。 し児童と保護者へ啓発を行ってい
価 【健やかな体の ⑩運動量を確保(60%以上)し、めあてを持 ⑩自分に見合った運動量を考え、めあてを 生活習慣の乱れに結び付いているた ・子どもたちのＳＮＳの利用につ く。また、規範意識学習等で外部

育成】 って学習する授業を実践する。 持って運動する児童 ３ め、保護者へ啓発を行っている。 Ａ いては心配。保護者を含めた啓 講師を招いて啓発を行う。
児童評価3P以上→90%以上 発をもっと行う必要がある。

○未然防止と早 ア児童に寄り添い、日常の会話、日記、保 ア学校生活アンケートやいじめチェックリ ○アンケート後は各担任が教育相談を ・学校の評価は適切である。 ・日頃からの子どもの様子に目を配
い 期発見・早期 護者との情報共有に努め、傾聴・共感を スト等の後の教育相談 実施100％ ４ 確実に実施し、記録している。また、 Ａ ・丁寧に取り組まれている。 る。特に、気になる児童や問題行
じ 対応、情報の 心掛けて、児童理解を深める。 保護者と管理職へ報告がなされた。 ・専門家であるＳＣの助言はとて 動等は児童から十分に話を聞き、
め 共有化 イ学校生活アンケートやいじめチェックリ イいじめ発覚の際の確実な対応 ○いじめの早期発見や中1ギャップの未 も重要だと思う。困難なケース 保護者や管理職に伝え記録してい
防 スト等を活用して、いじめの早期発見に 校内いじめ対策委員会での対応100％ ４ 然予防についてＳＣから学んでいる。 Ａ は迷うことなくＳＣや関係機関 くことを継続していく。
止 努める。 との連携を行ってほしい。
不 ○職員間と保護 ウ毎朝の欠席状況を確認し、個に応じて複 ウ福岡アクション３の活用100％ ４ ○気になる児童の欠席については、朝 Ａ ・学校の評価は適切である。 ・今後も欠席児童への電話連絡や家
登 者との連携、 数の職員で対応を考える。 の段階で電話連絡を入れ、保護者と ・保護者、本人との連絡を絶やさ 庭訪問を確実に行い、保護者との
校 情報の共有化 エ朝の健康観察を丁寧に行い、登校時の様 エ各月の皆勤賞 ４ の信頼関係作りがなされた。 Ａ ず、信頼関係を作ることが大切。 信頼関係作りに努める。
防 子や登校意欲等の実態把握に努める。 児童数85％以上 ○毎朝出席確認を確実に行い、管理職、 ・不登校児童が－30％で、取組の ・児童理解の時間を確保するととも
止 オ遅刻・欠席の状況を報告し、組織的な対 オ１１～３０日欠席児童数 ３ 主幹教諭、養護教諭で児童の健康状 Ａ 成果が現れてきている。 に、児童の様子の記録を行い、職

応を心掛ける。 前年比マイナス30％ 態の確認を欠かさず行っている。 ・丁寧に取り組まれている。 員間で情報を共有する。
働 ○運営体制と業 カ学校閉庁時刻（２０時）での退校及び カ学校閉庁時刻（２０時）での退校及び ４ ○校時程を工夫し会議の開始時間を繰 Ａ ・学校の評価は適切である。 ・毎週水曜日の午後の時間の効果的
き 務の改善 学校閉庁日の設定を行う。 学校閉庁日の設定を行う。 り上げたり、内容の検討を事前に行 ・全職員にストレスに関するアン な運用を行う。
方 キ業務改善委員会を実施し、超過勤務状況 キ業務改善委員会で超過勤務の周知を行 ３ ったりすることで、毎回勤務時間終 Ａ ケートを採るなど原因を洗い出 ・会議の主務者が見通しを持って話
改 の把握と日常業務の効率化を図る。 う。 了前に会議を終えることができた。 して取り組まれるとよい。 し合いに臨む。（事前準備）
革 ク会議のスリム化（連絡事項と協議事項の ク会議時間の短縮 ４ △超過勤務については、周知を行って Ａ ・無理せず、体調管理に努めてほ ・一部の教師に校務の負担が偏らな

ふりわけ） 設定時間内で実施 90％ いるが、令和３年度より多くなった。 しい。 いよう業務を分担する。
◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）

・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである


